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日向十五夜顔敏

　　　　　　　ありがとうございました
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　聯8ご’り②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一尋
　　　　　　　　　　　　　　　牧水の壁の春祭り
　　　　．．ξ鼻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟＝．　壽

　　　　　　第5回敦水公圓つつじ祭り．，

雛器産直攣七難黎舅彫端辮綴ちじが園内謙亦直栽され
蕪鰯躍黙舞魏綾鞭潔を1捌こ赤や白剛咲き誇りま姻囲の新緑との
　つつじ祭りでば紅主催煮を代表して小林理教観光協会長があいさつをしました。引き続き、みやざき花の女王

の吉岡さんが笑顔を振矧まきながら花の苗を参加者に配りました。そして、花ことば○×クイズでは、花に関す

るクイズ大会が行なわれ、優勝した方には牧水公園コテージの宿泊券がプレゼントされました。

田島

隊

・謬

ピ彦一良撫回国

σ菖σ喜
ジローニノミヤバルーンショー

．
藤
欝

宮園あき子歌謡ショー

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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3
月
3
0
日
（
日
）
、
道
の

ー
ケ
ッ
ト
「
第
3
回
わ
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
一
レ
｝
碁
こ

傘陣場
う
こ
う
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

古
着
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

層．

ｱ
臓
．
■
屡
一
己
蔭
・
瞳
醗
臨
』
　
．
直
■
毒
　
　
　
「

場
で
フ
リ
ー
マ

た
。
花
の
苗
や

思
い
思
い
の
品

を
売
る
1
1
の

店
が
並
び
、

家
族
連
れ
な

ど
が
意
中
の
．

品
を
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
．

1
曹
奮

載
投
者
追
悼
式

　
4
月
3
日
（
木
）
に
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
戦
没
者
追
悼
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
室
内
で
の
追
悼
式
と

な
り
ま
し
た

が
、
遺
族
や

来
賓
の
参
列

の
下
、
厳
か

に
式
は
執
り

行
わ
れ
ま
し

た
。

畜
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
几
大
書

　
3
月
1
9
日
（
日
）
、

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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章
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董
嚢
蚕
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@
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閥
響
躍
ぞ
・
爵

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

当
日
は
、
1
8
チ
ー
ム
約
1
2
0
名
が
参
加
し
て
熱

事

婚霧
．
∫

毫遙
醸．

戦
が
繰
り
広

げ
b
巽

決
勝
で
は
、

羽
坂
と
鶴
野

羅
25

P
7
の
大

差
で
羽
坂
チ

ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

工
場
車
地
協
定
締
結
調
印
式

蔦胡．覇謡　
、　

盛

《
　
一

諾
肇

　
　
　
　
3
月
2
0
日
（
木
）
、
町
長
公
室
に

　
　
　
お
い
て
、
耳
川
流
域
木
材
加
工
団

　
　
　
地
に
こ
の
ほ
ど
立
地
し
た
デ
ク
ス

　
　
　
ウ
ッ
ド
宮
崎
事
業
協
同
組
合
の
川

　
　
　
添
理
事
長
と
小
林
町
長
と
の
問
で
、

　
　
　
黒
木
町
議
会
議
長
の
立
会
い
の
も

　
　
　
と
工
場
立
地
協
定
調
印
式
が
行
わ

　
　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
こ
の
会
社
は
、
耳
川
広
域
森
林

　
　
　
組
合
や
二
型
連
ほ
か
民
間
の
木
材

　
　
　
関
連
業
二
等
が
出
資
し
て
設
立
さ

　
　
　
れ
た
会
社
で
、
軽
度
の
曲
が
り
材

　
　
　
を
原
材
料
に
用
い
た
双
子
柱
（
2

　
　
　
ピ
ー
ス
の
積
層
管
柱
）
の
製
造
販

　
　
　
売
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
近
年
の
木
材
価
格
低
迷
の
打
開
策

　
　
　
と
し
て
、
耳
川
流
域
の
森
林
関
係

　
　
　
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

へρ♂d～ρb〈チ＞qb〈一bヘヂ＞qb〈卯じく弾じヘチ＞qじく一層じへ轍ρ＞qb〈ヂ＞qb〈押b〈◎

町
回
の
死
亡
の
欄
に
名
を
記
す

吾
子
の
齢
の
若
き
を
嘆
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

枢
打
つ
石
握
り
つ
つ
再
び
は

逢
へ
ざ
る
友
の
面
影
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
山
男

秀
吉
が
築
き
し
大
阪
城
古
り
ぬ

苔
青
き
石
垣
に
娘
と
写
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

庭
先
に
植
ゑ
し
は
祖
母
と
ふ
八
重
椿

年
々
に
咲
き
で
心
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

煙
き
て
流
る
る
川
の
水
澄
み
て

瀬
音
や
さ
し
く
春
の
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

鍍
鋤
勤
轟
難
尺
来
し

　
　
　
　
叢
　
　
　
　
小
山
貞
代

馨
校
熱
田
紘

　
　
　
　
　
　
た

人
一
人
殺
す
も
罪
と
な
る
こ
の
世

戦
の
罪
を
言
ふ
誰
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

古
里
に
帰
り
来
て
六
年

合
同
の
金
婚
式
夫
と
並
び
て
座
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

左
半
身
麻
痺
で
歩
め
ぬ
夫
の
手
を

引
き
て
歩
く
も
今
は
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

海
山
も
空
も
灰
色
に
暮
れ
て
ゆ
く

千
里
浜
渚
の
風
肌
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

被
爆
者
ら
水
を
求
め
し
井
戸
の
跡

鉄
柵
あ
り
て
人
ら
香
炊
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

石
段
の
け
は
し
き
浦
上
天
主
堂

妻
は
た
め
ら
は
ず
吾
が
手
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

平成15年4月現在

　　　　　　コ班塑ど弓こ”り④

東郷町職員配置一覧表
課 課・所・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　　員　　　　　　総数

総
　
　
　
務

矢野昌明

福田幸一

O浦練一

総　務 ㈱福田幸一

（田黒木勝己　（任）塩月嬰　（査）星野真由美　井本哲也

i査）寺原六十（広域連合派遣）

i査）若杉健司（県派遣）

i兼）海野真里　（兼）川村初美 15

財　政 黒木升男 東村光教
消防交通 ㈱三浦練一 ㈱東村光教

管　財 海野真里
（任）池田正信　（査川村初美　菊池大輔　廉E浦練一

鞄倦ｺ光教
企画調整 ㈱黒木孝利 中田　宏
商工観光 ㈱三浦元生 ㈲片江豊春
情報推進 圃三浦元生 佐藤喜一郎　（兼｝片江豊春　、兼）川村初美

企
画
調
整

川越　洋 黒木孝利 三浦元生
市町村
√ｹ対策 小林英明

（査）長友久美　㈱黒木孝利　㈲福田幸一　嫌三野

�F　㈱寺原政志　㈱赤木ッヨ子　劇山田重男
滑C野茂実　（兼）池田慶子　（兼）仁田優子　閑平野

v栄　（兼）糸平和紀　㈱菊池輔弘

8

課　　税 ㈱海野雅彦 那須めぐみ　㈱伊藤浩二　（兼）控地貴志
税
務
甲斐まち子

海野雅彦
A野浩人
ｴ水昭生

固定資産 ㈱植野浩人 濱地貴志　㈱那須めぐみ 8

地　籍 ㈱清水昭生 海野靖幸　高森　洋
住民年金 （兼）寺原政志 （査）海野美穂　矢野隆博

国民鯨保険 （兼〉山雲貞雄 （査）伊藤浩二　荒戸架衣　（兼）寺原政志住
　
　
民
海野誓生 寺原政志 山床貞雄

介護保険 若林里美
稲田智代美　㈱柴田和恵　㈱池田かおり

轄r戸架衣　㈱神井美香

12

環境水道 吉田健二 （査）黒木秀明　佐藤秀明　（兼）海野靖幸

阿萬富子

齔ｭ多栄子

O輪千穂

保　健 （兼）一政多栄子
（査）柴田和恵　（査）池田かおり　㈲斧由美

活｢萬富子　㈱三原真琴　㈱神井美香 10

保
健
福
祉

吉田重一 赤木ツヨ子
福　祉 （兼）赤木ツヨ子 （査）矢野澄代　中野由加里
在宅介護 （兼）三輪千穂 ㈱赤木ツヨ子

農　政 （兼）山口佐知男 （査）寺田雅彦　川越康幸　那須幹夫農
林
振
興
平野宇市

山田重男

Rロ佐知男
林　政 西田宗吉 矢野貴之

10

工　務 （兼）山田重男 （査）黒木郁志　黒木義人

管　理 三浦浩司 ㈱黒木勝己　㈱池田正信
建
　
設
椎田幹男

海野茂実

刹ﾊ明

用　　地 ㈱海野茂実 ㈱三浦浩司

土　木 松尾昇一 直野将司　（兼）児玉　明
6

建　築 （兼）児玉　明

事務等 ㈲三浦富美老
人
ホ
ー
ム

海野修一 池田慶子 介護職員 （任）塩月睦美（任）白川和代（任）川口美子（任）是澤千里
11

給　食 （田直野誌代（缶高橋亜紀子1任1横田由美㈲西田陽子

事　務 （査）糸平和紀

医療技術 三原真琴　神井美香東
郷
病
院

三浦正教

i医師）

鞨_正人
A田和英
泄罇T弥

井川幸雄
�艪竄ﾂ子

竝阨ｶ重
ｴ本シマ子

ﾂ山恵子
n原ひとみ

看　護

（査）池口美都代　（査）中村まり子　（査）黒木美千代

去刹ﾊ洋子　㈲原田夏美　〔査）伊藤貴久子

|井之上剛士　黒木隆紀　戸高陽子　稲田　恵

@幸崎純子　　　　　　　　　　　　　　．

23

i24）

出納 仁田優子 会　計 ㈲松木敦美 2

議会 矢野　続 、ノ　　　　　以 2

農委 （兼）平野宇市 庶務農地 三品芳美 1

纏学校鮪 （兼）菊池輔弘 （任）川崎筆写　（兼）三浦信代

三浦信代 生涯学習 寺原映子
小林潤司　新名麻美　（社指）黒木幸男　（社指）岩見美

緕q　（国際交瀬）サラ・マリエイ・ホール

菊池輔弘
文化振興 若藤公生 二二電訓　（田甲斐智栄子　〔社指）河野充

14

i19）

教
云
目
委
口
貝
ム
五

荒砂建一
（園長）

ｾ田演出

H藤厚子

幼稚園

（寺迫）林恭子

i東郷〉橋口洋子

i坪谷）

ｷ工藤厚子

㈲鎌田恵智子

弊 中谷　敏 調　　理 1

◎退職　黒木幸男（前税務課長）、黒木由美子（前老人ホーム主幹）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

※
カ
ラ
ー
文
字
は
異
動
者
、
（
兼

兼
務
者
、
（
査

主
査
、
（
任

主
任
技
術
員
、
（
三
指
）
…
社
会
教
育
指
導
員
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農業X薯＝＝認定農業者　麟饒

退
任
挨
拶
黒
木
史
郎

　
平
成
1
0
年
4
月
1
日
よ
り
、
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ

ー
で
、
認
定
農
業
者
の
方
々
の
お
世
話
を
や
ら
せ
て
戴
き
ま

し
て
、
5
年
間
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
3
月
3
1
日
を
も

ち
ま
し
て
辞
め
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り
、
認
定
農
業
者
の

方
々
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
充
分
な
お
世
話
も
出
来
ず
、
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。
認
定
農
業
者
制
度
は
、
ご
承
知
の
よ
う

に
認
定
農
業
者
が
自
ら
農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
を
立
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
経
営
を
行
い
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
国
・

県
・
市
町
村
が
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

専
任
職
員
の

　
　
　
　
紹
介

　
今
月
は
、
3
月
で
退
職
さ
れ
た
黒
木
史
郎
さ
ん
の
後
任
と

し
て
選
任
さ
れ
た
吉
松
俊
行
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
1
5
年
4
月
1
日
付
で
、
町
農
業
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
任
職
員
と
し
て
委
嘱
い
た
だ
き
ま
し
た
吉
松
俊
行
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
5
8
回
に
わ
た
り

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

よ
う
に
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
時
は
、
現
状
を
維
持
す
る
の

も
大
変
で
す
が
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
つ
つ
で
も
進
む
努

力
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
郷
町
は
他
の
市
町
村

に
先
駆
け
、
環
境
保
全
型
の
農
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
今
日
の
よ
う
に
生
活
す
る
中
で
、
環
境
や
健
康
問
題
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
時
は
、
よ
り
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と

の
で
き
る
農
産
物
の
生
産
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
の
取
り

組
み
は
、
必
ず
よ
い
結
果
が
活
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
　
”
命

を
守
る
の
は
医
者
で
は
な
い
。
命
を
与
え
る
は
食
べ
物
で
、

そ
れ
を
作
る
の
は
農
業
で
あ
る
“
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

農
業
は
人
の
生
命
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
訳
で
、
自
信
を
持

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
目
標
を
達
成
す
る
最
大
の
力
と
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
者
が
互
い
に
情

報
を
提
供
し
、
行
政
・
団
体
等
、
一
体
と
な
っ
て
東
郷
町
の

農
業
の
礎
を
築
か
れ
る
こ
と
を
ご
記
念
い
た
し
ま
す
。
最
後

に
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
企
業
的
な
経
営
感
覚
を
持
っ
た
農
業
者
・
法
人

の
育
成
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
・

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
認
定
農
業
者
制
度
は
、
5
年
で
切
り
替
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
認
定
の
時
期
を
迎
え
ら
れ
た
経
営
者

の
方
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
東
郷
町
は
、
尾
鈴
山
系
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
農
業
の
盛
ん
な
町
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
住
む

人
は
、
牧
水
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
人
情
黒
豆
か
な
土
地
で
あ
り
、

農
業
を
支
え
る
人
の
知
恵
と
英
知
で
「
夢
の
あ
る
豊
か
な
農

業
」
が
、
き
っ
と
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
　
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

奮
潅
だ
毒

　
3
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非

売
を
除
く
。
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
5
8
頭

　
雌
平
均
4
8
0
、
2
6
2
円

　
去
勢
平
均
　
4
3
9
、
3
5
5
円

　
合
計
平
均
　
4
5
9
、
1
0
3
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

羽
坂
福
永
真
澄
か
つ
ふ
く
4
7
号

血
統
　
安
平
・
平
茂
勝
・
神
璽
福

3
4
0
日
令
　
3
4
0
㎏

　
　
　
　
9
5
6
、
5
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

迫
野
内
　
藤
栄
岩
見
　
安
次
郎
号

血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
紋
次
郎

2
5
5
日
令
　
3
3
3
㎏

　
　
　
　
5
4
2
、
8
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
1
1
頭

　
雌
平
均
4
7
8
、
5
3
7
円

　
去
勢
平
均
　
4
2
7
、
3
5
0
円

　
合
計
平
均
　
4
4
5
、
9
6
3
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

長
崎
安
藤
勝
憲
の
り
ひ
ら
号

血
統
　
隆
桜
・
安
平
・
奥
高

3
0
4
日
令
　
2
9
2
㎏

　
　
　
　
5
7
1
、
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

寺
迫
　
海
野
宏
　
善
福
号

血
統
　
上
福
・
福
桜
・
糸
目
2

2
9
8
日
令
2
7
2
㎏

　
　
　
　
4
7
5
、
6
5
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

懸隔
二　

垂
ゴ

雛競
‘第

蔓

，
巌
茗

噸
　
嘉

痴
「
’

」8鵜
　
⑦

宕』勇

”

．
壷

．
置

型藏1三二

　犬の登録（生涯1回）と狂犬病の予防注射（毎年1度）は必ず受けるようになっています。愛犬を

養っている方は都合の良い会場で登録及び予防注射を受けるようにしてください。

●対象生後91日（3ヵ月）以上の犬

●料金登録手数料3，000円（既に登録されている犬は不要です。）

　　　　　注射手数料　3，000円

●日程

期日 地区 場　　　所 時　間 期日 地区 場　　所 時　間

鳥川生活改善センター 9：15～9：25 羽坂畜産センター 9：00～9：15

福瀬
広瀬生活改善センター 9：35～9：45

黒木千種氏霊前 9：25～9：40

羽坂
日　田　尾　公．民　館 9：55～10：15

羽坂生活改善センター 9：50～10：05

鵜雌木集会所 10：25～10：40

日ヶ道バス停 10：15～10：30

長　崎　集　会　所 10：50～11：00

田野コミュニティセンター 10：40～10：55

5
月
8
日
（
木
）

農協肉迫支所 11：15～11：30

田野 田　野　公　民　館 11：05～11：20

5
月
1
3
日
目
火
）

落　鹿　集　会　所 11：40～11：55

稲葉野集会所 11：30～11：45

寺迫 寺　迫　公　民　館 13：00～13：15

卸　児　バ　ス　停 13：00～13：15

中　尾　公　民　館 13：25～13：40

仲　深　公　民　館
吉牟田コミュニティセンター 13：50～14：05

13：25～13：40

二丁
庭　田　公　民　館 14：15～14：30

酒井省二氏宅前 13：50～14：05

福　瀬　公　民　館 9：00～9：25
深　谷　消　防　器　庫 14：15～14：30

福瀬
中野原営農研修センター 9：30～10：00

仲　瀬　神　社　前 14：40～15：00

小野田第二集会所 10：05～10：20 那須勝實五玉　前 9：00～9：20

小野田
小　野　田　公　民　館 10：25～10：40 寺原勝五二前 9：30～9：50

鶴野内コミュニティセンター 10：50～11：05

坪谷
矢野浩芳氏宅前 10：00～10：15

鶴野内 大工野集落センター 11：15～11：30 矢野徳男丁丁前 10：25～10：40

5
月
9
日
（
金
）

かんなび駐車場 11：40～11：55 那須郁雄氏宅　前 10：50～11：05

八重原 八重原　消　防器庫 13：00～13：15

5
月
1
4
日
（
水
）

赤井笠消防器庫 11：15～11：35

手播　内　農村公　園 13：25～13：40 児　洗　公　民　館 13：00～13：15

迫野内 迫野内公民館
13：50～14：05 越表 越表地区生活改善センター 13：25～13：40

池　野　バ　ス　停 14：15～14：30 中水流集会所 13：50～14：05

1

三浦豊三宅前 14：40～14：55 下渡川 下渡川屋根付運動広場 14：25～！4：40

※上記の期間中に済ませることのできない方は、住民課環境水道係（T肌69－3902）までご連絡ください。

　ペットを養うには、かわいいだけではダメです。飼い主の責任が必要です。周囲に迷惑をかけない最低限のし

　つけをしましよう。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　コ鵜ど弓ご’り⑧

検
診
は
、

検診結果説明会日程表

期　日 場　　　　所 大腸がん 基本健診

山之口集落センター 9：30～10：10　，10：00～11：00

荏庸易絹　　鰯
@　　　　　　　　儲庭　　田　　公　　民　　館旨13：00～！3：40…13：30～14：30

5月20日（火）

福　　瀬　　公 民　　館1！4：30～15：1015：00～16：00

や　　す　　ら　ぎ　　館 19：00～19：40…19：30～20：00

や　　す　　ら　ぎ　　館 9：00～　　9：40　　　9：30～10：30

鶴野内コミュニティセンター 13：00～13：40　113：30～14：30

’ガ　’良馬に精キ胃い説実密にが場明施者てん所会し

綜壼ｾ芒

P
鱗
　
　
　
　
さ
検
ら
　
し
が
　
　
　
　
れ
診
せ
ま
ん
し
す
検
　
　
た
と
ま
　
。
診
　
　
方
産
す
結
は
　
　
は
本
．
核
個
　
　
　
’
健

彪
よ
り

5月21日（水）

田　野　　公　　民　館 　　　トP4：30～15：10　i15：00～16：00

倉や
Wすｶ
亨
館東上コミュニティセンター

19：00～19：40　119：30～20：00

迫　野　内　公　民　館 9：00～　　9：40　1　9：30～10：30

羽坂生活改善センター
！3：00～13；40； 13：30～14：30

5月22日（木）

ぺ　重　原　公　民　館 14：30～15：10 15：00～16：00

さ　　く　　ら　　館 19：00～19：40 19：30～20：00 5月の行事予定表
越表生活改善センター 9：00～　9：40 9：30～10：30

期　日　　　場　　　　所　　　受付時間

下渡川集会施設
10：30～！1：10 11：20～1！：50

リハビリ教室5月23日（金）

坪　　谷　　公　　民　　館 13：30～14：10 14：00～15：00 8日（木）iシルバーセンター10：00～10：10

仲　　深　　公　　民　　館 15：00～15：40 15：30～16：00 ；育児サークル（ちびちびCLUB）

　　「U日（火）1

ぎ 館10：00～12：00　　…やすら20日（火）

　　東郷町国民健康保険からのお知らぜ
{崎県内で東郷町は4位（先月5位）となりました。一般、老人（老健）がそれぞれ

bｭなっています。

T月は新緑の季節です。自然を満喫して身も心もリフレッシュされてはいかがですか。

乳児、3歳児健診
乳児（生後4ヶ月時～12ヶ月児）I　　　　　　　　　　　　　l2：30～13二〇〇

14日（水）：やすらぎ館3歳児（3歳6，7、8か月児リ，、ビリ　）

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～14：30

（単位：円）

1歳熔
右鵬⊃査し

り医療費（平成14年3月～14年g月）あ

轟
．
謂

　
　
　
　
め
　
　
い

桑
原
芽
生
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
　
4
月
1
6
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
（
小
野
田
　
住
宅
）

父
　
智
春
さ
ん

母
　
浩
子
さ
ん

「
芽
生
ス
マ
イ
ル
で
み
ん
な
を

幸
せ
に
し
て
ね
」

　
　
　
　
り
よ
う
へ
い

安
井
諒
堅
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
4
月
1
6
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
（
坪
谷
本
村
）

父
　
博
文
さ
ん

母
　
礼
子
さ
ん

「
健
康
で
た
く
ま
し
く
強
く
優

し
い
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

憲

磁
－

一般被保険者 退職被保険者 老入保健 合　　　計

医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位

宮　　崎　　市 124，118 35 236，718　1 13 517．3541 4 239，054 28

都　　城　　市 147，822 181
　　　　　　　E223，637

23 501，287 7 264・563 |11
延　　岡　市
冝@南　　市
m」・　林　　市

136，700

P57，487

P38，240

27

V
［
2
4
’

206，331

Q42，266

Q37，381

32旨

p
塁

456，790

S70，661

S67，ユ60

23

P剖20i

245，154　　　　　　　1

Q80，070

Q42，955

23

@3

Q4

日　向　　市　、 131，448 30 207．902　1 30 1486，067 12
1　231．7281　　　　　　　　　E

30

串　　間　　市　1 157，850 6 198．4611 39 460，553 …22 261．627　1 13

西　　都　　市

ｴ　　武　　町

c　野　　町

齪m講一一臨一↓皿一一＿一一…

　　129，015

@　102，342

@　137，408

@　137，561

@　149，359

P148・634

33

P2

S4

　　　　224，715　i

kil難1

@　　　226．754　　　■　　『　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一

@　　　200，606

@　　　227，778

22

@4・

撃
撃

＿搬擢一一」＿一　　　520，5－17　　　498，710

ﾙヰ悼

　30

@15

P2

P8

茎呈ll－1墨一一i一一一．　205、198　1　239．226　1

ﾕ1霧＝1　1

32

@5

S3

Q7

R5

Q0

@9

山之口町 131，327 31 195，994 401 412，224 39 230．923　1 31

高　城　　町 150，018 14 200，371 37 468，942 19 255．0851 19

山　　田　町 159，801 11 230　081 17 386，875 43 239，917　1 26

．．高一一一崎，一一旦工一一 141，651

高　　原　　町 8 222，370 24 473，444 16 260，968 14

野　　尻　　町
1143，582 21 　　　　　一Q02，69D 34 517，757 3 257，464 18

須　　木　　村 150，350 13 198，480
一　　■　　一　　一　　『　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一

a@　岡　町
一　　一　　　一　　冒　　冒　　－　　7　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一

@126、597 R4
冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一

@245．232 9 454，277 26 238，449 29

国　富　　町 122，429 37 225，414 21 435，957 35 215，129 40

綾　　　　町
　117　570一＿一＿＿一一L一一一一一＿ 438　431＿＿一一＿＿二一一一一＿一一 215　713＿＿一一一」＿＿一一＿＿一一

一一��V一一一一一幽一一一一一一

ﾇ　鍋　　町 119，106 38 204，002 33 443，854
31 223，542 36

新　　富　　町 129，618 32 234，091 15 455，594 24 215，861 38

西米良村 144，914 19 234，571 14 437，850 33 271，080 8

木　　城　　町 122，685 36 216，371 26 435，794 36 224，843 34

川　　南　　町 103，545 43 227，478 19 451，330 27 195，884 44

都　　農　　町 115，701 42 247，852 一一エ
一　　一　　凶　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　凶　　一　　一

蛛@　川　　町 @118．562 R9
一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　■　　π　　一　　一　　一　　一　　一　　一

@207．501 31 424，541 37 211，579 41

東　郷　　町 151，808 10 187，043 42 508，519 6 278，950 4

南　　郷　　村 159，449 5 191，614 41 455，438 25 259，626 17

西　郷　　村 175，636 2 403，632 1 397，645 40 272，017 7

北　　郷　　村 211，296 1 248，933 6 417，020 38 298，530 1

北　　方　町 161，915 4 232，489 16 470，747 17 272，291 6

北　　川　　町 141，557 23 247，818 8 394，473 41 242，445 25

北　　浦　　町 136，595 28 282，353 3 436，177 34 219，658 37

諸　　塚　　村 144，890 20 150，866 44 509，333 5 268，263 10

椎　　葉　村 136，126
27

一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

p逡苒ｬ
一　　　一　　冒　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　幽　　幽　　一

@152．496 9 249，819
一一 ∴黶

@〇
450，401 28 260，567 16

日之影町 166，763 3 163，657 43 392，445 42 249，555 22

五ケ瀬町 149，539 15 200，929 35 498，310 9 264，544 12

市町村計 134，094 225，091 477，927 243，592

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑳3901まで〉

さ
く
あ唱

三

　
　
り

3
1
7
1

　
薄
明
か
り
の
中
あ
い
つ
が
帰

っ
て
ゆ
く
一
。
江
戸
の
艶
、
女

心
の
艶
を
細
や
か
な
筆
致
で
描

き
出
す
作
品
集
。
表
題
作
や
「
仇

討
ち
心
中
」
「
商
売
大
繁
昌
」
　
「
道

連
れ
」
　
「
金
魚
」
な
ど
8
編
を

収
録
す
る
。

5
旧
の
蛍
潜
擶
謬

D
V
D
上
映
会

☆
1
0
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
パ
ッ
ド
ば
つ
丸
の

「
俺
の
ポ
チ
は
世
界
ご

「
俺
は
優
等
生
」

「
男
度
胸
の
思
い
や
り
」

☆
2
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ポ
チ
ャ
ッ
コ
の

「
わ
く
わ
く
バ
ー
ス
デ
ー
」

「
に
ん
じ
ん
畑
は
大
騒
ぎ
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
5
月
3
日
・
5
日
・
1
2
日
・

　
1
9
日
・
2
6
日

F

一
般
図
書
　
　
　
ρ

・
鯨
岩
　
　
　
　
　
　
又
吉
栄
喜

　
「
金
に
使
わ
れ
て
い
る
。
金

な
ん
か
な
い
ほ
う
が
い
い
」
米

軍
に
接
収
さ
れ
た
土
地
に
あ
る
「
鯨

岩
」
に
登
る
ウ
チ
ナ
ー
の
男
と

ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
の
女
…
。
目
が

離
せ
な
い
沖
縄
の
今
を
、
シ
リ

ア
ス
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
。

・
妻
恋
坂
　
　
　
　
北
原
亜
以
子

・
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
桐
野
夏
生

　
あ
る
夏
の
日
、
隣
家
の
少
年
「
ミ

ミ
ズ
」
が
母
親
を
殺
し
た
。
あ
た

し
、
女
子
校
生
・
十
四
子
と
友

達
は
唐
突
に
事
件
に
関
わ
り
、

思
い
も
か
け
な
い
事
態
に
：
・
。

現
代
人
の
心
の
闇
を
描
く
著
者
が
、

高
校
生
の
内
面
に
切
り
込
む
衝

撃
作
。

　　　コ⑨蝦ど弓こ｛り

・
み
ん
な
ワ
ッ
フ
ル
に
の
せ
て

　
　
　
　
ポ
リ
ー
・
ホ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
著

　
　
　
　
　
　
代
田
亜
香
子
訳

　
港
町
に
住
む
少
女
の
両
親
が

嵐
の
日
に
海
で
行
方
不
明
に
な
り
、

町
の
人
は
死
ん
だ
と
決
め
込
む
。

そ
れ
を
信
じ
な
い
少
女
が
巻
き

起
こ
す
珍
事
件
を
、
素
敵
に
お

か
し
く
描
く
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
賞

オ
ナ
ー
賞
受
賞
作
。

・
賛
門
島
　
上

内
田
康
夫

　
房
総
の
海
に
浮
か
ぶ
美
瀬
島

に
は
「
生
野
送
り
」
の
風
習
が
あ
る
？

そ
の
死
の
一
年
前
に
父
が
会
っ

た
と
い
う
「
死
神
」
の
謎
に
挑
む

浅
見
光
彦
。
彼
に
忍
び
寄
る
危

機
と
驚
く
べ
き
真
相
と
は
。

そ
の
他

・
ウ
フ
フ
の
あ
る
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
フ
ク
イ
ユ
キ

・
大
人
の
遊
園
地
　
　
伊
東
貴
之

・
祭
ジ
ャ
ッ
ク
・
京
都
祇
園
祭

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
キ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
み
え

・
わ
か
り
や
す
い
あ
や
と
り
百
科

　
　
　
　
　
　
　
　
有
木
昭
久

・
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル

　
一
短
編
創
作
集
－

　
　
　
　
　
　
　
　
原
美
代
子

・
乾
い
た
石

　
－
一
人
が
走
り
出
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
す
ず
の
と
し

・
ブ
レ
イ
プ
・
ス
ト
ー
リ
ー
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

・
喜
び
の
流
刑
地

　
　
　
　
　
　
　
岩
井
志
麻
子

・
魔
性
の
馬

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
テ
イ

・
路
面
電
車

　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ー
ド
・
シ
モ
ン

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
挑
戦
者
た
ち

　
N
H
K
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
制
作
班

・
刺
客
　
－
用
心
棒
日
月
抄
－

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
周
平

・
人
生
は
、
だ
ま
し
だ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
聖
子

・
巡
査
の
首
　
　
　
又
吉
栄
喜

・
生
き
い
そ
ぎ
　
　
　
志
水
辰
夫

・
あ
な
た
　
　
　
　
　
乃
南
ア
サ

・
天
涯
の
船
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
玉
岡
か
お
る

・
し
ょ
っ
ぱ
い
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
大
道
珠
貴

・
旅
路
の
は
て
ま
で
男
と
女

　
　
　
　
　
　
　
　
林
真
理
子

児
童
図
書

・
平
和
と
戦
争
の
絵
本

①
人
は
な
ぜ
争
う
の
？

②
平
和
っ
て
な
に
？

③
戦
争
は
な
ぜ
く
り
返
さ
れ
る

④
非
暴
力
で
平
和
を
も
と
め
る

　
　
人
た
ち
（
小
学
校
上
学
年
）

・
黄
金
の
騎
士
フ
ィ
ン
・
マ
ッ
ク
ル

　
　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
タ
リ
フ

　
　
　
　
　
　
　
金
原
超
人
訳

　
む
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は

エ
リ
ン
と
呼
ば
れ
、
5
つ
の
王

国
に
分
か
れ
て
い
た
。
ケ
ル
ト

の
神
話
の
代
表
的
な
英
雄
物
語

と
し
て
古
く
か
ら
語
り
つ
が
れ

て
き
た
、
人
間
と
妖
精
が
入
り

ま
じ
っ
て
紡
ぎ
あ
げ
ら
れ
た
英

雄
フ
ィ
ン
の
冒
険
物
語
。
　
（
中

学
校
・
高
等
学
校
）

そ
の
他

・
よ
う
か
い
ら
ん
ど
（
名
門
フ
ラ
イ

ド
チ
キ
ン
小
学
校
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
成
和

・
ア
マ
ガ
エ
ル
と
く
ら
す
（
た
く

さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
）

　
　
　
　
　
　
　
田
村
寿
美
恵

・
の
り
も
の
1
0
0
（
ベ
ス
ト
ア

ル
バ
ム
　
3
）
　
　
　
小
賀
野
実

・
地
獄
堂
霊
界
通
信
　
闇
か
ら
の

挑
戦
状
（
ミ
ス
テ
リ
ー
＆
ホ
ラ

ー
文
学
館
1
0
）
　
　
香
月
日
輪

・
王
さ
ま
の
ど
き
ど
き
コ
ロ
ッ
ケ

　
　
　
　
　
た
か
し
ま
な
お
み

え
ほ
ん

・
ふ
ゆ
の
お
ば
け
　
　
せ
な
け
い
こ

　
な
ぜ
冬
に
は
お
ば
け
が
で
な

い
の
？
と
思
っ
た
男
の
子
。
お

ば
け
の
ら
く
が
き
を
か
い
た
ら
、

ら
く
が
き
お
ば
け
が
出
て
き
ま

し
た
。
お
ば
け
の
国
で
、
お
ば

け
た
ち
と
一
緒
に
雪
合
戦
。
お

ば
け
と
楽
し
く
遊
ぶ
絵
本
。
（
幼
）

・
パ
リ
の
青
い
鳥

　
　
　
ヴ
ェ
ロ
ニ
ク
・
ウ
ィ
ル
マ
ン

　
　
　
ジ
ョ
エ
ル
・
ル
ブ
ロ
ン
作

　
マ
マ
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た

ジ
ャ
ン
の
元
に
一
羽
の
ハ
ト
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
パ
リ
を
知

り
つ
く
し
た
ハ
ト
は
、
ジ
ャ
ン

を
家
ま
で
送
り
と
ど
け
ま
す
が
…
。

モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
に
彩
色
し
た

異
色
の
絵
本
。

そ
の
他

・
う
さ
ぎ
の
島

・
お
は
な
し
お
は
な
し

ー
ア
フ
リ
カ
民
話
よ
り
一

・
き
ょ
う
は
よ
い
て
ん
き

・
き
ょ
だ
い
な
き
ょ
だ
い
な

・
こ
と
ば

・
ど
う
し
て
カ
は
み
み
の
そ
ば

　
で
ぶ
ん
ぶ
ん
い
う
の
？

1
西
ア
フ
リ
カ
民
話
よ
り
一

・
な
が
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ

ー
ペ
ロ
i
童
話
1

・
賑
う
ま
に
な
っ
た
む
す
め

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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弊♂今月は“エイズ”について学習しましょう！睡

まずエイズとは？
　Acquired　ImmunOdef｝ciency　SyndrOmeを略し、　「A　l　D　S（エイズ）」と呼んでいま

す。日本語では．後天性免疫不全症候群と名づけられています。

　次にエイズのウィルス（Human　lmmunOdeficiency　Virusを路して「H　l　V」と呼んで

います。日本語では＼ヒト免疫不全ウィルスと名づけられています。

　私が18歳の時、大好きなおじさんがエイズで亡くなりました。それがきっかけで．大学

2年生になってから田〉抗体検査を受ける人の相談にのってあげたり．検査の手伝いをし

たりといろいろなボランティア活動をしました。その時から4年後．大学を卒業してからは

ボランティアをやめていますが、まだエイズ教育に興味を持っています。

　アメリカや日本でも、　「エイズは自分と関係ない」と考えている人が多いと思います。世

界では平成／3年末までに約280万人のエイズ患者が世界保健機関（WHO）に報告され

ていますが、実際の感染者数は4，200万人（平成／4年度末）にのぼると推計されてい

ます。日本でも、特に若い世代を中心に田Vに感染する人が急増しています。そこで＼H

I＞に感染した人に対する誤解や偏見がないように、レッドリボン（赤いリボン）活動が日

本全国の小・中学校で行なわれています。

　レッドリボン活動は誰でも心力口できる思いやり運動です。病気や事故で人生をまっとうで

きなかった人々の死を悼む心を表すためため、赤いリボンをつける習慣がヨーロッパにあり

ました。ニューヨークでエイズが蔓延し、多数のアーティストやミュージシャンが20歳代

の若さでこの世を去っていくのを悼む気持ちからこの運動が生まれました。

　東郷小学校で子どもたちが服につけるレッドリボンの持つ意味は5つあります。それは、

差別をしません

いつも笑顔で活動します。

少しのことを我慢します。

進んでボランティアをします。

すべての命を大切にします。

　世界中にいろいろな活動があります。毎年

12月1日は、World　Aids　Dayです。メモリ　ー

アルキルトは、エイズで亡くなった人々の家族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲
や友達、同僚の手で縫われつづけています。

辱華轄騨轡墨

輔脚噂凶繭鱒嚥鎖き＿
一∫．ヒ＝こジ丁一ン〆！／’、＼ヒこ一　　　　　　ヒー．　　一＝
3’ Qレ．’ノ㌘一一ノー一一 @　　夢一　　　　　　　　　　　　　一；一ぎ　　　　一；

評ニ一一と一麓　∴＿＝＿　　弐ニー一　　　・－L蕊

毒． O

　ヲ　　　　　　ご　　　　　　　ちでモ　　ヨ　　　　　やぞ　　

写．環唖 @皇考ぎ題ヨ議比熱＿蔦
　　　璽，　＿艶｛　　訟騨奪　．一一讐ビ

ワシントン・モニュメントのもとに広げられたメモリアルキット

章漕
　
」
、
　…ご

音
楽
バ
ス
ツ
ア
ー
の

箋
加
青
募
集

　
文
化
振
興
事
業
実
行
委
員
会
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
芸
術
鑑
賞

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
第
1
回
目
と
し
て
、
次
の
音
楽

鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
な
お
、
料
金
は
無
料
で
す
が
、
フ

ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
へ
の
入
場
料
3
0

0
円
が
必
要
で
す
。

■
第
8
回
宮
崎
音
楽
祭
　
ス
ペ
シ

ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ト
ッ
プ
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
プ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

野
外
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
5
月
3
1
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～

▽
場
　
所
　
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎

　
　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

▽
入
場
料
　
3
0
0
円

▽
交
通
手
段
　
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

▽
対
象
年
齢
制
限
な
し

▽
定
　
員
　
2
0
名

▽
受
　
付
　
5
月
6
日
（
火
）
～
5

　
　
　
　
月
2
1
日
（
水
）

※
定
員
以
上
の
希
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
当
方
に
て
抽
選
後
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
事

業
実
行
委
員
会
（
若
藤
・
太
川
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
電

話
6
9
1
3
9
0
9
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

宮
崎
県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

宮
崎
県
ふ
る
さ
と

就
職
説
明
会

無
事
故
・
無
違
反
で

ハ
ワ
イ
へ
行
こ
う

　　　　　　　　コ0”高高こ“り

　
今
年
も
「
み
や
ざ
き
安
全
運

転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
」
コ

ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
職
場
の
人
や
友
人
と
チ
ー
ム

を
作
り
、
ハ
ワ
イ
目
指
し
て
無

事
故
・
無
違
反
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
せ
ん
か
。

◆
参
加
用
件

　
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

運
転
免
許
（
含
原
付
）
を
有
し

て
い
る
方

　
①
一
般
部
門
3
名
ー
チ
ー
ム

　
②
シ
ル
バ
ー
部
門
（
6
5
歳

半
　
以
上
）
2
名
士
チ
ー
ム

◆
申
し
込
み
　
5
月
1
4
日
（
水
）

ま
で
に
交
通
安
全
協
会
、
敬
言
察

署
等
に
備
え
て
あ
る
「
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し

込
む
。
◆
参
加
料
無
料

◆
賞
　
品
　
5
月
1
5
日
か
ら
H

月
3
0
日
ま
で
の
2
0
0
日
間
、

全
員
が
無
事
故
・
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
に
抽
選
で
海
外

旅
行
券
や
ギ
フ
ト
券
な
ど
が
当

り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
み
や
ざ
き

安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0

0
実
行
委
員
会
（
電
話
0
9
8

5
1
3
1
－
0
1
1
0
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
1
5
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

▽
期
日
　
5
月
1
0
・
1
1
日
（
土
、
日
）

▽
会
場
　
県
総
合
運
動
公
園

宮
崎
県
県
民
体
育
大
会

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
宮
崎

県
民
体
育
大
会
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
2
4
・
2
5
日
（
土
、
日
）

▽
会
場
宮
崎
市

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
財
産
問
題
、

交
通
事
故
問
題
等
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
5
月
2
1
日
（
水
）

　
　
　
7
月
1
6
日
（
水
）

　
　
　
9
月
1
7
日
（
水
）

　
　
　
1
1
月
1
9
日
（
水
）

平
成
1
6
年
1
月
2
1
日
（
水
）

　
　
　
3
月
1
7
日
（
水
）

▽
時
間
　
1
0
時
～
1
5
時

※
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
6
9
　
2
1
7
4
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
宮
崎
県
で
は
U
I
J
タ
ー
ン

希
望
者
や
大
学
等
の
新
規
学
校

卒
業
予
定
者
、
県
内
在
住
の
求

職
者
と
県
内
企
業
と
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
　
「
宮
崎
県
ふ
る

さ
と
就
職
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

○
福
岡
会
場
　
6
月
1
日
（
日
）

○
東
京
会
場
　
6
月
1
4
日
（
土
）

○
大
阪
会
場
　
6
月
2
8
日
（
土
）

○
宮
崎
会
場
　
7
月
2
6
日
（
金
）

※
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
県
労
働
政
策
課
地
域
雇
用
係

倉
0
9
8
5
－
2
6
－
7
1
0
9

特
設
人
権
相
談
所
開
設

▽
宮
崎
地
方
法
務
局
及
び
日
向

　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

　
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と

　
お
り
開
催
し
ま
す
。
相
談
を

　
き
ぼ
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
4
日
（
水
）

　
　
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時

▽
場
所
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
海
野
俊
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
睦
実
氏

　
法
務
局
職
員
　
洋
島
真
理
氏

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

な
ど
を
重
点
に
し
た
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

◇
期
間
　
5
月
1
1
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
5
月
2
0
日
（
火
）

■
願
＝

●

愈
罐

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福

祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
4
月
9
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
大
阪
の
寺
原
誠
さ
ん
よ
り

　
（
田
辺
カ
メ
さ
ん
逝
去
）

◎
寺
迫
の
野
暗
幹
雄
さ
ん
よ
り

　
（
ツ
ヤ
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
寺
田
ツ
ネ
子
さ
ん
よ
り

　
（
光
さ
ん
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
寺
迫
の
黒
木
ト
ミ
エ
さ
ん
か

ら
快
気
祝
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
3
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者
住
所

高
藤
尋
徽
清
徳
福
瀬

　都都
甲甲

未牧

幸人

小
野
田

小
野
田

氏

名

住

所

結
婚

お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

安
　
縣
　
イ
　
ナ
ヂ
ノ

松固野ト田1　　　　　，木岬蹄

u
ー
ツ
　
光 ヤ

邊
カ
メ

氏
名

94

ﾎ

84

ﾎ

76

ﾎ

90

ﾎ

83

ﾎ
年
齢

小
野
田

仲
ヨ
深
幽
迫

寺
福
瀬
住
所

編
集
後
記

部
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
、
み
な
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
つ
私
が
玄

報
拒
当
と
な
っ
て
三
1
年
．
、
昨
生
の
5
［
月

三［

ｪ
第
1
号
の
雨
月
だ
っ
た
の
で
す
が
、

な
ん
と
な
く
襲
か
し
く
［
＝
占
わ
れ
ま
す
．
、
見

よ
う
見
ま
ね
で
作
成
し
た
こ
と
が
、
つ
い

こ
の
蔚
の
よ
う
で
す
．
．
誤
字
・
二
字
、
表
「
三
6
0

の
譲
り
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
ず
る
こ

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
ご
愛
読
い
た
だ
き

感
謝
E
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

町
報
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
ス
タ
ー
工

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　鵜ン弓ご’つ⑫

噌囲鵡物魯

　　ゆ逸坪谷幼稚園ゆ巻

艀
＼
＼

叉
．
ラ酬

）
6～’

藁

　
ヒ
ヒ
　
ノ

ゲ
し
蔀

、
ひ
蟹

坪谷　赤井笠の

　　　　ひろむ
矢野　早くん（5歳）

父　認さん

○好きな食べ物は何ですか？

　りんご、カレーライス

○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ、戦いごっこ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　うどん屋さん
▲「チューリップ」

坪谷　本村の
　　　　かな　　こ
鈴木奏子さん（5歳）

父　戯訓さん
母　明子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　オムライス、もも

○好きな遊びは何ですか？

　かくれんぼ、氷おに

○大きくなったら何に

　ケーキ屋さん

▲「チューリップ」

　　　　　　　　　

翻◎誘籐
関関賞賞賞翼翼囲賞

天へ通じる階段？！

　牧水生家裏山に牧水が寝そ

べり、目の前の山々を眺めな

がら歌を呼んだという歌碑が

あるのはご存知でしょう。そ

の歌碑の後方にこのほど、新

しく階段が整備されました。

　この山の頂上には、牧水公

園を一望できる展望所や和田

越稲荷ありますが、急な階段

で、登るのに苦労していまし

た。階段が整備されたことか

ら、歌碑や展望所を訪れる方

に利用しやすくなると期待し

ています。

　何段あるか数えてみません

か？

牧
水
の
－
高
弟
・
歌
人
里
γ
不
厘
羅
氏
の
紹
介
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
欣
　
一

「
昭
和
二
十
七
年
　
故
郷
」

　
峰
・
な
し
て
白
雲
わ
け
ば
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
尾
鈴
の
山
の
恋
し
が
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
木
傳
松
）

　
大
正
十
年
（
一
九
一
＝
）
に
父
、
翌
十
一
年
に
母
を
亡
く
し

て
、
熊
本
県
洒
水
村
の
姉
の
元
へ
身
を
寄
せ
る
が
、
望
み
絶
ち

が
た
く
同
年
の
秋
、
牧
水
を
慕
っ
て
上
京
し
、
道
路
工
夫
と
し

て
働
き
、
夜
間
学
校
に
通
い
な
が
ら
牧
水
を
師
と
し
て
歌
道
に

励
ん
だ
。
大
正
年
代
、
黒
木
三
巴
が
坪
谷
在
住
時
の
歌
友
に
矢

野
団
治
、
中
野
元
吉
、
中
野
弥
一
郎
、
伊
勢
田
松
栄
、
那
須
一

磋
、
越
智
渓
水
た
ち
が
い
る
。
ま
た
、
傳
松
が
在
京
時
に
は
、

彼
を
頼
っ
て
矢
野
団
治
、
中
野
元
吉
が
上
京
し
て
い
る
。

　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
傳
松
は
熊
本
県
洒
水
村
（
姉
が

居
住
）
に
帰
り
、
苦
学
を
し
て
小
中
学
校
教
員
の
資
格
を
得
て
、

大
正
十
四
年
四
月
か
ら
小
学
校
の
教
員
と
な
る
。
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）
に
は
同
僚
の
河
北
マ
サ
子
と
結
婚
、
八
人
の
子
宝
に

恵
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
、
鹿
児
島
県
で
女
学
校
の
教
員
、
鉄
工
社
に
勤
め
た

後
、
熊
本
県
洒
水
村
に
帰
り
鍛
冶
屋
（
野
鍛
冶
）
を
開
業
し
た
。

そ
の
間
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
同
志
と
共
に
短
歌
誌

を
毎
月
刊
行
し
て
多
く
の
同
人
の
指
導
に
当
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
歌
集
に
「
樹
木
を
愛
す
」
、
「
野
鍛
冶
」
、
「
野
鍛
冶
抄
」
、

「
野
鍛
冶
以
後
」
、
「
杉
」
等
が
あ
る
。

　
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
五
七
）
十
一
月
十
八
日
熊
本
県
洒
水

町
野
鍛
冶
の
家
で
没
す
。
　
（
享
年
六
十
七
才
）

　
昭
和
三
年
十
二
月
一
日
に
「
創
作
社
」
が
発
行
し
た
「
若
山

牧
水
追
悼
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
黒
木
傳
松
氏
の
追
悼
文
を
紹
介

す
る
と
（
一
部
抜
粋
）

　
先
生
を
憶
ひ
つ
つ
　
黒
木
高
松

○
先
生
は
吾
等
が
光
で
あ
っ
た
。
歌
を
作
る
の
も
生
活
を
高
め

て
ゆ
か
う
と
す
る
の
も
殆
ど
先
生
相
手
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

時
に
は
恋
人
の
如
く
時
に
は
友
人
の
如
く
に
慕
い
、
時
に
は
わ

が
仇
敵
の
如
く
憎
ん
だ
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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